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中山間地での子球(セット球)利用の冬どりタマネギ栽培における適品種、定植時期 

［要約］標高 400m 程度の中山間地での子球を利用した冬どりタマネギの栽培では、品種は｢シ

ャルム｣、植え付け時期は８月 20 日前後が適する。 
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［背景・ねらい］ 

 中山間地では、農業担い手の高齢化が進み、施設栽培農家の激減や作付休止畑の増加など、農

業を取り巻く環境は年々厳しくなっている。そのため、高齢者でも取り組みやすく、省力的で導

入コストが低い新規品目の選定が望まれている。そこで、高収益露地野菜品目として期待でき、

平坦部よりも気温が低い中山間地の気象条件を活かすことができる冬どりタマネギの栽培技術を

確立する。 

 

 

 

［成果の内容］ 

１．品種は、｢シャルム｣が最も適する。また、冬どりタマネギは９月下旬から 10 月上旬にかけて

日長に反応して球肥大を開始するが、｢シャルム｣を使用してもその時期の日照条件が悪い場合

は収量減につながる(図１、表１)。 

 

２．中山間地では平坦部よりおよそ 1 週間早い８月 20 日前後に定植でき、11 月中旬までに収穫

できる。また、この時期に定植すれば、９月下旬から 10 月上旬の日照時間が少ない場合でも、

収量の減少が少ない(図１、表２、表３)。 

 

 

 

 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．本成果は、標高 400m 程度の中山間地での子球を利用した冬どりタマネギ栽培で活用できる。 

２．本試験では、ビニルハウス内で３月上旬に播種し、５月下旬に掘り上げたあと風通しがよく 

直射日光が当たらない場所に保管し、７月上旬より定植直前まで低温貯蔵(５℃）した子球を用 

いた。 

３．本試験では、速効性肥料(商品名ＢＢ４６４)を窒素成分量で 10kg/10a 施用した。なお、前作 

は春どりレタスで、施肥前の土壌のＥＣ値は 0.06mS/cm であった。 

４．土壌水分が少ない場合は、活着促進のため子球の植え付け後に十分かん水を行う。 

５．日照条件が悪い場合、不完全な休眠となり青立ち球になりやすいため、可能な限り日照条件 

の良好な畑作圃場を選定する。 
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